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以下の課題を解決することで、CLT の需要を伸ばすことが期待できる
建築物等の分野
分野：①構造：CLT パネル工法以外 ②規模・階数、2 階建て以下 ③用途、住宅、

事務所、など小規模なもの

※CLT の需要を伸ばすことが期待できる建築物等の上記分野毎に、シートを作成

※記載する項目がない場合は、適宜項目を追加してください。

※該当しない箇所は空欄でかまいません。

シートを複数作成し、記載内容が同一の場合はコピーペーストしてください。

課題とされる

分野番号

（＿＿＿）

現状の問題点

（なぜ CLT の需

要が増えないか）

課題

誰が

（自分達が）

何をすべき

（これに取り組む）

建築技術につ

いて

CLT パネル工法

では意外と壁が

減らない。住宅な

のに金物がたく

さん。結果として

コストが高くな

る。

住宅業界？も

しかすると 1 メ

ーカーが？

住宅用の金物程度でできる

新たな CLT 工法の開発 

引っ張り金物がなくても横

滑りだけ止めれば安全な建

物ができることは確認済み。 

接合・材料につ

いて

同上

壁の耐力を上げ

ても、鉛直荷重支

持能力（圧縮強度

が低く抑えられ

ている）

同上

L 建研、学術経

験者などが協

力し実施

必要な接合の確定

実強度は基準の 1.5 倍ある。

なので材料や仕様を限定し

て強度を実強度とする。

人材・設計ツー

ルについて

工務店は扱えな

い／扱いにくい

壁倍率に近い

指標

既存の設計法への落とし込

み

制度（法・規制・

ESG）について 
壁倍率の 5 倍が

上限なので CLT
利用のメリット

がない

L 建研、指導課 特定の規模、工法を対象とし

た 5 倍上限の撤廃 

普及・広報につ

いて

ＣＬＴに期待

すること

簡単に住宅で使う。これで普及しなければ住宅での普及は無理

有識者アンケートシート 【五十田教授①】



以下の課題を解決することで、CLT の需要を伸ばすことが期待できる
建築物等の分野
分野：①構造：CLT パネル工法、その他 
※CLT の需要を伸ばすことが期待できる建築物等の上記分野毎に、シートを作成

※記載する項目がない場合は、適宜項目を追加してください。

※該当しない箇所は空欄でかまいません。

シートを複数作成し、記載内容が同一の場合はコピーペーストしてください。

課題とされる

分野番号

（＿＿＿）

現状の問題点

（なぜ CLT の需

要が増えないか）

課題

誰が

（自分達が）

何をすべき

（これに取り組む）

建築技術につ

いて

開口付き大判パ

ネルや通し壁パ

ネルなど、大判パ

ネルは現在使い

にくい（知見がな

かった）

林野庁事業、国

交省事業など

である程度知

見（実験）がた

まってきてい

る。

実験結果はあるが、網羅的に

検討が出来ていないので、解

析により設計法に落とし込

むための整理が必要。比較的

短期間にできるか。

接合・材料につ

いて

人材・設計ツー

ルについて

上記のような基

本的な検討を進

める人がいない

制度（法・規制・

ESG）について 

普及・広報につ

いて

ＣＬＴに期待

すること

海外では大判がメイン。施工性の向上が見込める。

有識者アンケートシート・続き 【五十田教授②】



以下の課題を解決することで、CLT の需要を伸ばすことが期待できる
建築物等の分野
分野：①構造：CLT パネル工法 ②規模・階数：3-5 階建て ③用途：住宅、事務

所、その他

※CLT の需要を伸ばすことが期待できる建築物等の上記分野毎に、シートを作成

※記載する項目がない場合は、適宜項目を追加してください。

※該当しない箇所は空欄でかまいません。

シートを複数作成し、記載内容が同一の場合はコピーペーストしてください。

課題とされる

分野番号

（＿＿＿）

現状の問題点

（なぜ CLT の需

要が増えないか）

課題

誰が

（自分達が）

何をすべき

（これに取り組む）

建築技術につ

いて

CLT パネル工法

では意外と壁が

減らない。設計法

が複雑

CLT 協会、設計

施工マニュア

ルのメンバー

壁性能を実験結果に合わせ

る分類（ルート 1）。実験結果

を再現するモデルになって

いるが、設計値はかなり安全

側になっている。実験再現モ

デルは設計モデルではない。

安全を担保できる設計モデ

ル（ルート 2 は現在実施中）

の作成

接合・材料につ

いて

壁を減らすと鉛

直荷重（圧縮強

度）が厳しくな

る。意外と壁が減

らない。柱を入れ

ればいいだけで

はあるが。

森林総研、L 建

研、学術経験者

圧縮は実験をすると基準強

度の 1.5 倍程度あり、ばらつ

きもあまりない。特定の仕様

に対して強度を上げること

ができないか検討。比較的短

時間で対応が可能か

人材・設計ツー

ルについて

制度（法・規制・

ESG）について 
基準強度の問題

なので法令改正

が必要

L 建研、指導課 基準強度の合理化

普及・広報につ

いて

ＣＬＴに期待

すること

海外ではツーバイ材から Mass timber に変わったので高い建物が

建つようになった。日本でもこの規模の木造であれば、その考え

方が使えるはず。できないのはなぜ？

有識者アンケートシート・続き 【五十田教授③】



以下の課題を解決することで、CLT の需要を伸ばすことが期待できる
建築物等の分野
分野：①構造：混構造 ②規模・階数：6 階建て以上 ③用途：事務所 
※CLT の需要を伸ばすことが期待できる建築物等の上記分野毎に、シートを作成

※記載する項目がない場合は、適宜項目を追加してください。

※該当しない箇所は空欄でかまいません。

シートを複数作成し、記載内容が同一の場合はコピーペーストしてください。

課題とされる

分野番号

（＿＿＿）

現状の問題点

（なぜ CLT の需

要が増えないか）

課題

誰が

（自分達が）

何をすべき

（これに取り組む）

建築技術につ

いて

混構造（RC 造、

S 造との併用構

造）の設計法がな

い。あっても複雑

で一般には設計

が難しく、評価で

きる人もいない。

対象：上下混構

造、平面混構造、

部分混構造

L 建研が中心と

なり、学術経験

者、技術協力者

実験データの蓄積。設計法の

作成。

技術的助言などによって設

計の円滑化を図る。CLTの床

仕様は比較的短時間で対応

が可能だが、水平力（壁利用

と立面、平面混構造）に対し

ては、他構造の既存の設計法

との関係もあり、比較的検討

期間が必要か。

接合・材料につ

いて

混構造の設計に

必要な要素の情

報がない。

どんな情報が

必要かを学術

経験者、技術者

が整理

実験を試験機

関・大学等が実

施

実験はやってまとめれば解

決。実験項目を決めるところ

のみ議論が必要。基礎的なも

のを対象にして、応用は各人

がやることにすれば、比較的

短時間で対応が可能

人材・設計ツー

ルについて

設計はこれまで

非木造を中心に

やってきた人た

ち。情報がなくて

こまっている

L 建研が中心と

なり、学術経験

者、技術協力者

非木造の設計者を対象にし

たマニュアル類の整備

制度（法・規制・

ESG）について 
許容応力度設計

法や保有水平耐

力計算について

は但し書きやマ

ニュアルなどで

対応が可能なこ

とが多い。法令

L 建研、指導課、

学術経験者

限界耐力計算の一般化

有識者アンケートシート・続き 【五十田教授④】



（防耐火）につい

ては規制の合理

化が進められて

おり、徐々にでは

あるが、対応が進

められている。

耐震壁として用

いる構法は限界

耐力計算が設計

法としてはわか

りやすいが、限界

耐力計算が一般

に普及していな

い

普及・広報につ

いて

ＣＬＴに期待

すること

耐震壁として利用する場合には、木材の高いせん断耐力（＝CLT）
に期待でき、あわらしも可能。壁利用は木造ではないかもしれな

いが、CLT の普及を進める構造のひとつ 



以下の課題を解決することで、CLT の需要を伸ばすことが期待できる
建築物等の分野
分野：①構造：混構造、CLT パネル工法、その他 
※CLT の需要を伸ばすことが期待できる建築物等の上記分野毎に、シートを作成

※記載する項目がない場合は、適宜項目を追加してください。

※該当しない箇所は空欄でかまいません。

シートを複数作成し、記載内容が同一の場合はコピーペーストしてください。

課題とされる

分野番号

（＿＿＿）

現状の問題点

（なぜ CLT の需

要が増えないか）

課題

誰が

（自分達が）

何をすべき

（これに取り組む）

建築技術につ

いて

材料について 材料強度が適切

に評価できてい

ない。実験をする

と圧縮強度は 1.5
倍ほどある。せん

断強度も場合に

よっては過少で

あったりするこ

とも（条件次第）。

混構造の際、設計

上は CLT で壊れ

るが、実験をする

と CLT 以外が壊

れたりする。結果

として余計に材

料が必要となり

コスト高となる。 

森林総研、L 建

研、学識経験者

ほか

CLT の強度を建築構造で使

うことを考えて評価の見直

し。製造基準（JAS）がばら

つきを許しているので、強度

は控えめにならざるを得な

い。管理基準をもう少し厳格

に定め、範囲を限定し、強度

のばらつきを抑える。

人材・設計ツー

ルについて

制度（法・規制・

ESG）について 
普及・広報につ

いて

ＣＬＴに期待

すること

有識者アンケートシート・続き 【五十田教授⑤】



下表の課題を解決することで、CLT の需要を伸ばすことが期待できる建築物等の分野 

：  CLT＋集成材等建築物、S造、RC造 ４－５階 事務所

分野の項目例 ①構造：CLT パネル工法・部分利用、②規模・階数：4-5 階建て・高層ビル、③用途：共同

住宅・事務所・特養・店舗 

※CLT の需要を伸ばすことが期待できる建築物等の分野毎にシートを作成してください。シート間で記載内

容が同一の場合はコピーペーストしてください。

※記載内容に合致する項目がない場合は項目を追加してください。該当しない項目は空欄で結構です。

現状の問題点 

（なぜ CLT の需要

が増えないか） 

課題 

誰が 

（自分達が） 

何をすべき 

（これに取り組む） 

建築技術につい

て 

新しい技術の提案

が多く、基礎的な標

準技術の整備がな

されていない。 

構造設計者を中

心に製造、施工

者が 

標準的な工法を整備する。 

材料について CLT の自由度が大

きすぎる 

CLT メーカが 使用できる CLT の種類を限定し

て、樹種、寸法によってはエキス

トラ価格として整備する。

人材・設計ツール

について 

解析モデルが複雑

すぎる 

構造解析ソフトメ

ーカ、構造設計者 

標準的な金物の情報を整備した

解析ソフトを整備する 

制度（法・規制・

ESG）について 

CLT が特殊な材料

とみられている 

集成材等建築物として、集成材、

LVL、CLT、合板を横並びの材

料としてとらえる 

普及・広報につ

いて 

CLTが夢の材料とし

て取り上げられてい

る。 

CLT を一木質材料として扱う。 

製造、輸送、その

他 

3m 幅材の輸送がで

きない。 

大版の CLT（横使いで階高が可

能）を扱えるようにする。 

ＣＬＴに期待する

こと 

有識者アンケートシート 【腰原教授】





下表の課題を解決することで、CLT の需要を伸ばすことが期待できる建築物等の分野 

： 床、外壁を中心とした部分利用で、４－５階建てで、事務所、店舗などの分野  

分野の項目例 ①構造：CLT パネル工法・部分利用、②規模・階数：4-5 階建て・高層ビル、③用途：共同

住宅・事務所・特養・店舗 

※CLT の需要を伸ばすことが期待できる建築物等の分野毎にシートを作成してください。シート間で記載内

容が同一の場合はコピーペーストしてください。

※記載内容に合致する項目がない場合は項目を追加してください。該当しない項目は空欄で結構です。

現状の問題点 

（なぜ CLT の需要

が増えないか） 

課題 

誰が 

（自分達が） 

何をすべき 

（これに取り組む） 

建築技術につい

て 

内装制限への対応

を考えると、ＣＬＴの

床を天井で表しで

使用できない 

国、メーカー 簡易スプリンクラー（特定施設水

道直結式スプリンクラー）などの

オフィスなどへの応用による内装

制限の緩和 

材料について 輸入ＣＬＴが使いに

くい。国内マーケット

が育たない。 

国 輸入ＣＬＴを使用できるよう、接着

剤の種類を緩和するなど。まずは

ＣＬＴで建築をつくることを普通の

こととし、同時に国産材比率をあ

げていく。 

人材・設計ツール

について 

社内にも経験者が

おらず、ＯＪＴで学び

にくい。短期間では

学びきれない。 

大学、設計企業 社会人大学院などでの都市木造

の学びなおし 

制度（法・規制・

ESG）について 

木造化を評価できる

指標がない 

国、投資機関 木材の利用量、国産材・輸入材

の違い、乾燥・燃料・接着剤の利

用など製造時の環境負荷などを

加味した環境指標をつくり、建設

時、利用時の補助、課税などに

反映できる仕組みをつくる。 

普及・広報につ

いて 

中規模ビルの施主、

設計者に都市木造

が可能になっている

こと、魅力があること

が伝わっていない 

国、建設会社、メ

ーカー 

ビデオ、展覧会などの手段でア

ピールする。 

製造、輸送、その

他 

大版（3ｍ幅、3.5ｍ

幅）の輸送が困難。

ＣＬＴのメリットが出し

にくい。 

国 道路交通法の改正？ 

サイズ外の運搬の手続きの簡素

化 

台車の開発のサポート 

ＣＬＴに期待する

こと 

ＣＬＴを軸に、大断面集成材、ＬＶＬ、ＪＡＳ認証製材などが適材適所で組み合

わされ都市木造が普及する足掛かりになること。 

有識者アンケートシート 【山代教授】





下表の課題を解決することで、CLT の需要を伸ばすことが期待できる建築物等の分野 

： 

分野の項目例 ①構造：CLT パネル工法・部分利用、②規模・階数：4-5 階建て・高層ビル、③用途：共同

住宅・事務所・特養・店舗 

※CLT の需要を伸ばすことが期待できる建築物等の分野毎にシートを作成してください。シート間で記載内

容が同一の場合はコピーペーストしてください。

※記載内容に合致する項目がない場合は項目を追加してください。該当しない項目は空欄で結構です。

現状の問題点 

（なぜ CLT の需要

が増えないか） 

課題 

誰が 

（自分達が） 

何をすべき 

（これに取り組む） 

建築技術につい

て 

CLT を使うと何がい

いのかよく見えない

と思います。 

CLT 協会 意匠設計者が「CLT をこういう用

途、規模の建物にこの様に使う

ことが、CLT の性能を発揮し、長

所を活かすことに繋がる」と分

かるように、「設計・施工マニュ

アル」を改定すべき。

被覆型の1時間耐火

構造の仕様に改善

の余地がある。 

CLT 協会 CLT は熱容量が大きいため、石膏

ボード 21mm＋15mm や 15mm×2枚

などの仕様で 1 時間耐火構造の

性能を満たせる可能性がある。

建物全体の軽量化・コストダウ

ンが図れるので、被覆型の 1 時

間耐火構造の技術開発に取り組

むべき。CLT の設計・施工マニュ

アルでも、被覆型の記述を充実

させた方が良い。 

材料について 製造工場ごとにマザ

ーボードのサイズが

ことなるため、競合し

にくい。 

人材・設計ツール

について 

制度（法・規制・

ESG）について 

5 階建て以上では 2

時間耐火構造が必

要になる。 

国 構造的に木造で対応できるのは

4～6 階ぐらいまでだとすると、

構造性能の観点と、石膏ボード 2

枚で耐火性能を満たせるのは何

分かという観点から、何階まで

有識者アンケートシート 
【安井代表】



で区切り、何分の耐火性能でよ

しとするか、木造の普及しやす

さも踏まえて戦略的に検討する

ことがよい。 

普及・広報につ

いて 

長所と短所が平等

に語られていないよ

うに思います。長所

優先。 

製造、輸送、その

他 

ＣＬＴに期待する

こと 


	
	（五十田）CLTロードマップヒアリング様式 (大判)
	（五十田：改）CLTロードマップヒアリング様式 (2階建て)
	（五十田：改）CLTロードマップヒアリング様式 (3-5階建て)
	（五十田）CLTロードマップヒアリング様式 (混構造)
	（五十田）CLTロードマップヒアリング様式 (材料強度)

	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ



